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1．自己紹介
私は 1981年に千葉県で生まれ、東京理科大学大

学院を卒業後、NTT ファシリティーズに入社しま
した。入社後、埼玉支店で通信用電源装置(整流装
置、UPS)の保守業務、研究開発本部において、新た
な整流装置の開発及び国際標準化活動、その後本社
技術部に異動し、通信用電源装置の導入方針制定、
社員の育成計画及び研修の企画・運営に従事しまし
た。2014年 7月に北海道に転勤し、通信用電源装
置の導入提案、太陽光発電所の構築に従事していま
す。

2．技術士試験受験の動機
私は、全ての電気設備を自分で管理できることを

目標に、｢電気主任技術者｣、｢消防設備士｣など様々
な資格に挑戦してきました。研究開発本部所属時に
は技術士を取得した先輩がおり、その先輩の考え方
のスマートさや課題解決力に接し、｢いつか自分も
合格したい｣と漠然と憧れていましたが、その難易
度の高さにしり込みしていました。その後、本社で
育成計画を立案し、技術士の取得を推進する立場と
なり、難易度及び役割、責任を改めて調べたことを
きっかけに、目標に近づきたいと思い、受験を決意
しました。

3．試験対策
筆記試験対策として、まず知識の習得を第一に白

書や学協会の提言書などを通読し、社会が現在抱え
ている課題、及びそれに対する解決策を理解し、さ
らに自分なりの考えをまとめました。特に私が携
わっているビルの多くは無人の通信ビルであり、入
居者・利用者がいる集合住宅やオフィスビルとは電
力の利用形態が異なっているため、照明設備、空調

設備や防災システムを中心に勉強しました。また、
近年は東日本大震災や原発停止により、防災や省エ
ネが話題となっているため、再生可能エネルギーの
利用、需給システムのスマート化についても理解を
深めました。問題を解く際は、PC を使わず、試験
時と同じように紙に書くことを心掛けました。実際
に書くことで自分の考えを整理でき、さらに後日読
み返し、客観的に見ることで、不足部分がわかるよ
うになりました。また、解答用紙 1枚の作成時間も
把握でき、当日の時間配分を考える上でも重要でし
た。
口頭試験は、受験者が技術士に相応しいか確認す
ることを念頭に、今までの業務を振返り、課題に対
する複数の解決策や選んだ解決策の妥当性を説明で
きるように練習しました。特に失敗体験について、
深堀りを行い、同じ失敗を繰り返さないためには何
をすれば良いかを考えました。面接時は緊張のあま
り頭が真っ白になり、うまく回答出来ない場面もあ
りましたが、今までの経験や知識を最大限発揮でき
たのではないかと思います。
合格発表日、官報に私の氏名が載っていたのを見
たときは、合格の嬉しさと同時に、技術士として社
会的責任の大きさを感じました。

4．最後に
技術士の合格をゴールとせず、先輩技術士とのつ
ながりや各委員会への参加を通じ、自らの技術力の
向上に努めつつ、後輩の指導をはじめ、次世代を担
う子供たちが科学への関心を高められる活動をした
いと思います。
最後に、お世話になった皆様にお礼申し上げると
ともに、本会誌に投稿の機会を与えて頂き、誠にあ
りがとうございます。
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